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MRI脳画像からの男女識別CNNモデルの構成の検討
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1 はじめに
畳み込みニューラルネットワーク (Convolutional Neu-

ral Network:CNN)とMRI脳画像による男女の違いを
識別可能になったとの報告があり，これは人間の健康状
態の予測などへ発展させることが期待されている．CNN

を用いることで男女推定は可能であるが，CNNによっ
てなぜ識別可能であるかや，最適なCNNモデルはどの
ようなものかなど未解決の問題があるため，本研究では
識別に与えた要因やモデルの改良について検証する．
MRI脳画像は個人によってスライス数に違いがあり，
スライス数毎に男女の分布に差があることが分かった．
その結果，これまでの研究では脳の違いによって男女
の識別を行っていたのではなくスライス数の違いによっ
て識別をしていた可能性がある．文献 [1]では，データ
セットのスライス調整を値が全て 0である背景画像に
当てはめる方法によって男女推定における精度は頭部全
体:97%，灰白質:84%と報告されている．この方法では
スライス数によって画像に違いが生まれるため本研究で
は，スライス数毎に抽出やスライス調整の方法を見直す
ことによってスライス数の違いによって識別しているか
という問題について確かめる．
また，文献 [1]では，正則化や正規化などの技術を使用
していないが，文献 [2]よりバッチノーマライゼーション
(Batch Normalization:BN)の導入は，近年のモデルで
は採用すべきとされる技術であるため導入を提案する．

2 提案手法
本研究では，スライス数やスライス調整についての 3

種類の抽出方法と 3DCNNモデルの構成の改善を提案
する．用いるデータセットは，23歳から 94歳の 7076人
の健診クリニック受診者 (男性:4057人，女性:3028人，
平均年齢 59.4歳)のMRI脳画像をデータとして用いる．
また，用いる画像は T1強調画像であり，MRI脳画像
データの分析ツールである FSLの解剖学的処理スクリ
プトを用いてバイアス補正かつ脳抽出を行った画像を用
いる．頭部全体が写っていない撮像ミスであるスライス
139未満はあらかじめ除外する．
データセットの中のスライス数の最頻値である (170,

256, 181)のスライス (全体:2348人，男性:1942人，女
性:406人)からランダムで 800人 (男性:682人，女性:118

人)クラスター抽出，(170, 256, 181)のスライスからラ
ンダムで男女 400人ずつ層化抽出，データセットの中の
全てのスライスの中央値である (165, 256, 181)のスラ
イスにスライス調整を行いランダムで男女 400人ずつ
層化抽出の３種類を抽出方法とする．また，推定モデル
は文献 [1]で提案された 3DCNNモデルをOri:オリジナ
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ルモデル，正則化を入れたモデルを Reg:正則化モデル，
正規化を入れたモデルをBN:BNモデル，正則化と正規
化の両方を入れたモデルを Reg&BN:正則化&BNとし，
Oriに対する正則化と正規化の有効性と精度の向上や損
失の抑制を検証する．

3 結果・考察
図 1より，抽出方法によって精度に大きな差がないこ

とから脳画像のスライス数は男女推定における影響が
ないことがわかり，抽出方法を問わず 80%超えの精度
が出ることから，人間の脳画像に男女を見分けるパター
ンの差があると考えられる．同一スライス数画像のみか
らの層化抽出と全データのスライス数のリサイズで大
きな変化がないことから，リサイズ操作が結果に影響し
ないと考えられる．
また，図 1より，モデルの構成としてOriモデルへの

BNの導入は精度向上が認められ，正則化の効果は認め
られなかった．本研究での正則化は L1正則化，L2正
則化，L1L2正則化のうち全て検証し最も精度が良かっ
たものとし，Regモデルでは L2正則化，Reg&BNモデ
ルでは L2正則化を使用している．

4 おわりに
文献 [1]では考慮をしていなかった，抽出方法やモデ

ル構成について考慮した．抽出方法では，スライス数に
よって精度に大きな差がないことから男女推定において
大きな影響はなく，人間の脳画像のパターンに特徴があ
ると考えられ，モデルの構成では，正規化は基本的に精
度の向上に影響し，機械学習においては採用した方が良
いことが示された．
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